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Mini 市内各地の名所・旧跡を
写真で紹介します。

小
野
寺
城
跡

秋には鮮やかな紅葉を▶
楽しみながら

▲ 多くの登山者が四季を通じて
　訪れています

　

七
不
思
議
で
知
ら
れ
る
大
中
寺
は
、
上う

え
す
ぎ杉
謙け

ん
し
ん信
の
叔
父
で
あ
る

快か
い
そ
う叟
良り

ょ
う
け
い
慶
が
第
六
世
住
職
を
務
め
た
由
緒
あ
る
寺
で
す
。
上
杉
謙
信

と
北

ほ
う
じ
ょ
う条
氏う

じ
や
す康
が
大
中
寺
で
講
和
を
結
ん
だ
と
い
う
史
実
も
あ
り
ま
す
。

　
現
在
で
も
、
大
中
寺
か
ら
、
や
や
険
し
い
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス

を
た
ど
り
、
謙
信
平
ま
で
歩
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

大
中
寺
か
ら
謙
信
平
へ

▲錦着山のシンボルの時計台

　箱森町にある錦着山は標高 80mの小さな山です。巾着の形に似ている、また、春
から初夏にかけてのつつじが満開の頃は錦を着ているように美しいことから、その名
が付けられたといわれています。徒歩５分ほどで登れる山頂には錦着山公園があり、
北側に日光の男体山、南に関東平野、西には太平山を望む見晴らしの良い景勝地となっ
ています。

錦着山

◀
詳
し
い
由
来
が
記
載
さ
れ
た
看
板▶  

つ
が
の
里
の
敷
地
内
に

再
移
築
さ
れ
た
観
音
堂

　
こ
の
観
音
堂
は
、
現
在
の
つ
が
の
里
の
敷
地
内
に
あ
っ
た
と
さ

れ
る
華
厳
寺
が
廃は

い
ぶ
つ
き
し
ゃ
く

仏
毀
釈
で
廃
寺
と
な
っ
た
際
に
、
木
の
北
地
区

住
民
の
手
で
同
地
区
に
移
築
さ
れ
ま
し
た
。
大
師
堂
と
名
を
変
え

て
手
厚
く
保
存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
し
て
平
成
12
年（
２
０
０
０

年
）
に
再
び
観
音
堂
と
し
て
つ
が
の
里
の
敷
地
内
に
再
移
築
さ
れ

ま
し
た
。

観
音
堂

▲地域の人々により守られている愛宕神社

▲当初は東武金崎駅前にあった宇都宮領境界標

　西方町金崎にある愛宕神社は、慶弔 12年（1607 年）に、西方城主であった藤田
能
のとのかみ
登守の命により建立されました。同じ敷地内には、愛宕神社の雨よけを建造する際

に移設された、宇都宮領の境界を示す標識もあります。愛宕神社と宇都宮領境界標は
共に市の文化財に指定されています。

愛宕神社と宇都宮領境界標

▶
小
野
寺
禅
師
太
郎
道
綱
の
墓

◀
小
野
寺
城
跡
石
碑

　
小
野
寺
城
は
１
１
５
６
年
（
保
元
元
年
）
に
義ぎ

か
ん寛
が
初
め
て
築

き
、
義
寛
は
小
野
寺
の
姓
を
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
子
の
道み

ち
つ
な綱

が
父
の
後
を
継
い
で
領
主
と
な
り
、
小お

の
で
ら

野
寺
禅ぜ

ん
じ師

太
郎
道
綱
と
名
乗
り
ま
し
た
。
道
綱
は
源
頼
朝
の
信
頼
厚
く
、
鎌

倉
幕
府
の
要
職
を
歴
任
し
ま
し
た
。
現
在
は
岩
舟
町
小
野
寺
に
小

野
寺
城
跡
の
石
碑
と
小
野
寺
禅
師
太
郎
道
綱
の
墓
が
残
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
国
各
地
に
広
が
る
「
小
野
寺
氏
」
の
発
祥
地
と
し

て
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

◀
万
葉
歌
碑
は
麓
の
神
社
入
口
に
あ
り
ま
す

◀石階段を登った先にある三毳神社の奥宮

　三毳神社と万葉歌碑は栃木県営都市公園みかも山公園南口付近にあります。
「しもつけぬ　みかものやまの　こならのす　まくはしころは　たかけかもたむ」(「万
葉集」巻14東歌)万葉の時代に詠まれた歌で、意味については様々な説がありますが、
一般的には「下野のみかも山に生えている小楢の木のようなかわいい子はいったい誰の
妻になるのだろう。」と解釈されています。

三毳神社と万葉歌碑 大中寺は久寿元年（西暦 ▶
1154年）に開創された
歴史ある寺です

▼山内の小径に満開のツツジ


